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　市関係機関の仕事始めとなったこの日、プリンセス・ムチュリンが誕生して初めての新年を迎えたムチュラン

一家が、本庁舎へお越しのお客様を和装でお出迎えしました。お子様には、ムチュランＩ世から特別に素敵なお

年玉（プレゼント）が贈られました。ムチュランＩ世は「今年も家族でさまざまなイベントへ遊びに行くので、応

援してくれのぉ！」と話していました。

『 祝新年  今年もよろしく  お願いしムチュ！ 』
１月４日（金）ムチュラン一家 和装でお客様をお出迎え

主な内容
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◇ 議会だより（第214回定例会） … 13 p 〜 17 p
◇ Let's 国際交流 エイミーからのお知らせ ほか … 18 p 〜 19 p
◇ 「文化財防火デー」に伴う文化財防火運動実施 ほか … 20 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 21 p
◇ むつ市情報ポケット ほか … 22 p 〜 25 p
◇ ある日、どこかで・・・ … 26 p

◇ 「市長への手紙」をお寄せください … 2 p 〜  5 p
◇ 暮らしに役立つ税情報 … 6 p 〜  7 p
◇ 20 歳になったら「国民年金」  … 8 p
◇ 【連載】消費生活センターだよりVol.8 ほか … 9 p
◇ 【連載】小中一貫教育スタートから1年⑦ ほか … 10 p 〜 11 p
◇ 赤十字社員増強運動にご協力を ほか … 12 p
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の り し ろ

市 政 に 対 す る ご 意 見 ・ ご 提 言 を お 書 き く だ さ い

た に お り

た に お り

の り し ろ

※ こ こ に は 記 入 し な い で く だ さ い

氏 名 （ ※ ） 歳 回 答 希 望 の 有 無

希 望 す る ・ 希 望 し な い

回 答 を 希 望 さ れ る 方 は 必 ず ※ 印 欄 に ご 記 入 く だ さ い

住 所 （ ※ ） 電 話
（ ※ ）

職 業

〜『希望のまち・むつ市』実現のために〜

  『市長への手紙』をお寄せください

〈問合せ先〉
市秘書広聴課広報広聴担当
( 22-1111内線 2155

　みなさんは、ご自身がお住まいのむつ市の『まちづくり』について、ご意見をお持ちではありませ

んか？　『市長への手紙』は、私が市長に就任して以来毎年、これまで計7回実施している、市民

のみなさまのご意見をお聞きする最も大切な取り組みの一つであります。前回実施時にお寄せい

ただいた手紙は47通で、内容は65項目にもおよびました。

　すべての手紙に私、宮下順一郎が目を通し、ご希望の方に

は回答をし、また、各担当部課では、今後の事業を進めるう

えでの参考とさせていただいております。

　この『市長への手紙』のほか、市内各地で毎年開催している

『おでかけ市長室』や各種行事など、さまざまな場面において

市民のみなさまから多

くのご意見をいただい

ております。

　それらに加え、今年

度は新たな広聴制度として、市の重要施策等の計画段階や

実施段階等で市民のみなさまからのご意見や評価をお聞きす

る、インターネットを活用した『メールモニター制度』を導入

し、さらなる市民意見を反映した市政の実践に努めてまいり

ます。

　まちづくりの主役は市民のみなさんです。

　『希望のまち・むつ市』実現のために、みなさんのより具体的で建設的なご意見をお寄せください。

心よりお待ちしております。

むつ市長　宮　下　順一郎

平成 24 年 12 月 4 日
おでかけ市長室“団体編”～大畑町商工会

平成 24 年 10 月 30 日
おでかけ市長室“青春編”in 近川中学校

　左ページの様式を切り取り、ご意見をご記入のうえ、ポストへご投函

ください。なお、手紙の内容は一部市政だよりや市ホームページ等で紹

介させていただく場合がありますのでご了承ください。

〈差出有効期限〉 平成 25 年 2 月 12 日（火）

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

各地区放送内容の確認はこちらへ！（自動音声）

むつ地区 ( 22-7400 川内地区 ( 42-3741

大畑地区 ( 34-3000 脇野沢地区 ( 44-3741
※平日午前 8時 30 分〜午後 5時 15 分の間に更新しています

防災行政用無線情報テレフォンガイド
( 電話で放送内容を確認できます( 

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当( 22-1111内線 2155

点線をハサミで切り取るなどしてご活用ください
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むつ市中央一丁目八番一号

む　つ　市　長　　行

（総務政策部秘書広聴課扱い）

※この封筒は、切手を貼らずにそのまま投函してください
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ご意見ありがとうございました

  『市長への手紙』前回の集計結果に加え、いただいた手紙の一部と

それらに対する市の取り組みなどについてご紹介します。

【項目別統計】

項　目 件 数（割合）

市職員・庁舎に関すること 3 件 （4.6％）

庁舎移転に関すること 0 件 （0.0％）

行財政改革に関すること 10 件（15.4％）

税金に関すること 0 件 （0.0％）

産業・観光振興に関すること 11 件（16.9％）

環境・衛生・安全に関すること 16 件（24.6％）

健康・福祉に関すること 3 件 （4.6％）

土木行政に関すること 19 件（29.2％）

市議会に関すること 0 件 （0.0％）

教育に関すること 1 件 （1.5％）

自治体病院に関すること 0 件 （0.0％）

その他・相談等に関すること 2 件 （3.1％）

【年代別統計】

男  性
24通

合計 47通

女  性
13通

未記入
10通

40歳代
6通

50歳代
7通

60歳代
6通

70歳代
13通

80歳代
4通

未記入
5通

合計 47通

10歳代
1通

30歳代
5通

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

【男女別統計】
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〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111

　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111

大畑庁舎管理課　　(34-2111

脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

日　時 対象地区

2月 12日（火）【午前】昭和町　【午後】山田町

2月13日（水）海老川町、下北町、港町

2月14日（木）【午前】桜木町、大湊町　【午後】文京町

2月15日（金）【午前】川守町　【午後】並川町、十二林

2月18日（月）大平町

2月19日（火）【午前】仲町　【午後】栗山町

2月20日（水）新町、松原町

2月21日（木）【午前】小川町1丁目　【午後】柳町3・4丁目

2月 22日（金）
【午前】緑町、田名部町、美里町
【午後】中央1・2丁目、真砂町、酪農、長坂

2月25日（月）
【午前】宮後、緑ヶ丘、岩菜、旭町
【午後】松山町、苫生町1丁目

2月 26日（火）
【午前】大湊浜町
【午後】本町、柳町1・2丁目、斗南岡、最花

2月27日（水）
【午前】大湊新町
【午後】清平、名古平、南名古平、川代、烏沢、
新田、上新田南関根、北関根、水川目

2月28日（木）
【午前】大湊上町
【午後】美付、浜関根、出戸、高梨

3月  1日（金）
【午前】女舘、尻釜、槌川目、品ノ木、椛山、
近川　【午後】金曲2・3丁目、金谷沢、一里小屋、
大室平、神山、二又、今泉、石蕨平

 3月  2日（土）
〜  3日（日）

全地区
（指定日時で都合の悪い方）

3月  4日（月）
【午前】大曲1〜 3丁目、南町、赤川町、
南赤川町　【午後】城ヶ沢、泉沢、新之助、近沢、
角違、大川目、宇曽利川、堺田、新城ヶ沢、永下

3月  5日（火）
【午前】若松町、小松ヶ丘、越葉沢、落野沢、
土手内　【午後】金曲1丁目

3月  6日（水）
【午前】宇田町、奥内、浜奥内、中野沢、中野
沢開拓　【午後】横迎町1丁目、赤坂、和泉

3月  7日（木）【午前】金谷1・2丁目　【午後】横迎町2丁目

3月  8日（金）【午前】小川町2丁目　【午後】上川町

 3月  9日（土）
〜10日（日）

全地区
（指定日時で都合の悪い方）

 3月 11日（月）【午前】苫生町2丁目、荒川町　【午後】松森町

 3月 12日（火）
〜15日（金）

全地区
（指定日時で都合の悪い方）

→

日　時 対象地区

2月 15日（金）鹿間平、小サ沢

2月18日（月）小沢、稲平、赤坂

2月19日（火）滝山

2月20日（水）源藤城

2月21日（木）瀬野

日　時 対象地区

3月  4日（月）上町、浜町、湊町

3月  5日（火）弥生町、渡向

3月  6日（水）
〜15日（金）

※土曜・日曜を除く

全地区
（指定日時で

都合の悪い方）

◎脇野沢地区の申告相談日程　※脇野沢地域交流センター会議室（脇野沢庁舎隣り）で9:00〜 16:30受付

〈詳しくは〉市税務課市民税担当

日　時 対象地区

2月 22日（金）新井田、寄浪

2月25日（月）蛸田、九艘泊

2月26日（火）団地、清水町

2月27日（水）下町、緑町、本町

2月28日（木）谷地町、親和町

あなたは申告が必要でしょうか？　チェックしてみましょう！

平成 24 年 1 月 1 日〜 12 月 31 日の間に

収入があった方

平成 24 年 1 月 1 日〜 12 月 31 日の間に

収入がなかった方
※障害年金、遺族年金収入のみの方を含む

市・県民税の申告は必要ありません
※医療費控除や扶養控除等各種控除を追加する場
合は申告が必要です

市・県民税の申告が必要です
※収入がなかった方や障害年金・遺族年金収入の
みの方はお電話にてご連絡ください
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平成 25 年度 市・県民税の申告相談

　市では、2 月 12 日（火）〜 3 月 15 日（金）の期間、市・県民税の申

告相談を実施します。前年の申告状況を参考とし、申告が必要と思わ

れる方には案内を送付します。なお、申告する必要の有無については

左ページの表でご確認いただき、申告が必要な方はなるべく定められ

た日時にお越しください。また、本庁舎税務課では、3 月 1 日（金）〜

3月15日(金)の期間、土曜日および日曜日も受け付けしていますので、

定められた日時にご都合の悪い方などはぜひご利用ください。

◎大畑地区の申告相談日程
※2月15日（金）は赤川地区公民館で10:00〜 12:00、木野部地区公民館で13:30〜 15:00、
　その他の日程では大畑庁舎3階第1委員会室で9:00〜 16:30受付

日　時 対象地区

3月 5日（火）水木沢、戦敷

3月 6日（水）上野

3月 7日（木）兎沢、堂近

3月 8日（金）南町、松ノ木

3月11日（月）
〜15日（木）

全地区（指定日時で
都合の悪い方）

日　時 対象地区

2月 15日（金）
【午前】赤川（※）

【午後】木野部、佐助川（※）

2月18日（月）
二枚橋、釣屋浜
孫次郎間、大畑道、涌舘

2月19日（火）湯坂下、薬研、関根橋

2月20日（水）平、戦敷

2月21日（木）正津川、高待

日　時 対象地区

2月 22日（金）湊村

2月25日（月）新町、小目名、高橋川

2月26日（火）本町

2月27日（水）本町

2月28日（木）庚申堂、筒万坂、本門寺前

3月  1日（金）東町、伊勢堂

3月  4日（月）中島

◎川内地区の申告相談日程
※3月 7日（木）は畑地区公民館で10:00〜 15:00、3月 8日（金）は銀杏木地区公民館で10:00〜 15:00、
　その他の日程では川内庁舎2階会議室で9:00〜 16:00受付

日　時 対象地区

3月  7日（木）畑・湯野川（※）

3月  8日（金）
銀杏木・安部城
上小倉平・下小倉平（※）

3月11日（月）
〜3月15日（金）

全地区（指定日時で
都合の悪い方）

日　時 対象地区

2月 14日（木）熊ケ平、板子塚

2月15日（金）新町、木品木

2月18日（月）谷地町、浜町

2月19日（火）中町、浦町、上町

2月21日（木）休所、初見

2月22日（金）中道、中畑

日　時 対象地区

2月 25日（月）田野沢、石倉、高野川

2月26日（火）桧川、葛沢

2月28日（木）袰川

3月  1日（金）戸沢

3月  4日（月）蛎崎

3月  5日（火）宿野部

◎むつ地区の申告相談日程
※会場はいずれの日程も市役所本庁舎大会議室です
　午前受付…9:30〜 11:30　午後受付…13:00〜 16:00

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号
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【
国
民
年
金
と
は
？
】

　
国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
保
険

料
を
納
め
、
年
金
を
受
け
る
方
を
支

え
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」の

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て

①
65
歳
に
な
っ
た
と
き

（
老
齢
基
礎
年
金
）

②
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
　
　
　   （
障
害
基
礎
年
金
）

③
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
残
し
て
亡

く
な
っ
た
と
き（

遺
族
基
礎
年
金
）

【
国
民
年
金
の
利
点
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
】

①
老
後
を
ず
っ
と
支
え
る
終
身
保
障

　
今
後
も
平
均
寿
命
が
延
び
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
年

金
は
一
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

　
公
的
年
金
の
障
害
・
遺
族
年
金

は
、
約
20
人
に
１
人
が
受
給
し
て

い
ま
す
。

③
納
め
た
保
険
料
は

税
の
負
担
軽
減
に

　
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額

税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

④
国
も
負
担
し
て
い
ま
す

　
受
け
取
る
年
金
は
、
納
め
た
保

険
料
の
他
に
国
庫
負
担
金
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　
賃
金
や
物
価
の
変
動
な
ど
に
あ

わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

☆
手
続
き
方
法
は
？

　
20
歳
に
な
る
誕
生
月
に
、
年
金
事

務
所
か
ら
届
出
の
書
類
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
市
の
窓
口
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
書
類
が
届

か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
す
で
に
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
保
険
料
〉

　

月
額
１
万
４
千
９
８
０
円

（
平
成
24
年
度
）

☆
保
険
料
を
納
め
な
い
と

ど
う
な
る
の
？

～
未
納
は
絶
対
に
避
け
ま
し
ょ
う
～

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
「
老
齢
基
礎
年
金
」の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

　
成
人
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
権
利
を
得
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
国
民
年

金
」に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
年
金
と
い
う
と
、
高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
・
・
・
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
の
と
き
の
自
分
や
家

族
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」
〜
加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
〜

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」も
一
定
以
上
の

未
納
期
間
が
あ
る
場
合
、
受
給
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
納
め

忘
れ
を
防
ぎ
、
便
利
で
お
得
な
「
口
座

振
替
」や
「
前
納
制
度
（
ま
と
め
て
前
払

い
で
き
る
制
度
）」が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
「
保
険

料
免
除
制
度
」、
収
入
の
な
い
学
生
の

方
に
は
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
未
納
期
間
を
作
ら
な
い
よ

う
、
口
座
振
替
や
前
納
制
度
、
保
険

料
免
除
制
度
な
ど
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
４
２

　
各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎
　 

(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
　 

(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
(
44

−

２
１
１
１

　不当請求は、携帯電話やインターネット等で「無料」

と表示してあるのに、指示された通りにクリックする

と有料サイトへ自動的にアクセスされ、登録料や利用

料を不当に請求されるという詐欺です。

　最近は、市内でもこのような不当請求の相談が増え

ています。一度お金を支払ってしまうと取り戻すこと

が難しいうえに、今後も架空請求の対象となる可能性

がありますので、くれぐれもお金を支払う前に消費生

活センターへご相談ください。

※「不当請求」と「架空請求」の違い

　「無料」と表示してあるのに有料サイトにアクセス

され請求されるのが「不当請求」で、一度もアクセス

したことがない、身に覚えのないサイトの利用料金

を請求されるのが「架空請求」です。

消費生活センターだより
Vol.8　不当請求

市消費生活センターでは、トラブル防

止のための消費生活に関する情報を、

毎月1回お知らせしています。

〈詳しくは〉
市消費生活センター（市商工観光課内）

( 22-1353（直通）または( 22-1111内線 2644
〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉

全国共通消費者ホットライン

(0570-064-370

もし、不当な請求があったら…

今一度ご確認ください

ごみ集積所の管理にご協力を

◆周辺の除雪にご協力を

　本格的な冬を迎え、一部地区で積雪により「ごみ集

積所の扉が開かない」、「ごみ集積所に近づくことが

できない」など、円滑なごみ収集運搬業務に支障を来

していることが報告されています。

　ごみ集積所は大切な地域の共有物ですので、利用

される地域のみなさまによる周辺の除雪にご協力を

お願いします。

・送信元には一切問い合わせをしない。

・お金は不用意に支払わない。

・請求内容を確認し、証拠を保存する。

　一人で悩まず、消費生活センターに相談しましょう。

◆強風等による転倒防止対策を

　昨年 12 月 6 日に発生した暴風により、一部地区で

ごみ集積所の転倒事故がありました。

　地面等に固定されていないごみ集積所は、強風等

により転倒したり飛ばされてしまう可能性があり、通

行の支障となったりごみが散乱する原因となります

ので、転倒防止のための対策をお願いします。

　また、老朽化が進んでいるごみ集積所についても、

今一度点検をお願いします。

雪により埋も

れているごみ

集積所。円滑

なごみ収集運

搬業務のため

にも周辺の除

雪にご協力を

お願いします。

強風により転

倒したごみ集

積所。

地面等へ固定

するなどの対

策をお願いし

ます。

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

〈詳しくは〉
 市環境政策課廃棄物対策担当 (22-1111内線 2463
 川内庁舎市民福祉課　　　　 (42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　   (44-2111



( 1 0 )( 1 1 )

連載 むつ市 小中一貫教育スタートから１年
各ブロック取り組みの紹介  その 7（全 9 回）

◆むつ養護学校を含む 3 校による海浜清掃を実施

　　近川中学校は、学区内にある浜奥内海水浴場の清掃

活動を始めて 40 年以上になります。20 年程前からは、

むつ養護学校と奥内小学校も参加し、3 校合同で実施

しています。今年度は昨年 7 月 3 日に実施しており、

班に分かれ、各班で自己紹介を行なってから、各校の

児童生徒たちは

お互いに協力し合

いながら海岸をき

れいにしました。

◆小・中学校教員同士の交流と児童生徒の情報交換

　　近川中ブロックは、奥内小学校と近川中学校という

小規模校同士であり、ＰＴＡも共通したメンバーが多

いことから、市の小中一貫教育をスタートする前から

交流を続けてきました。平成 23 年度からは、「小中一

貫教育」の意義を理解し、これまで以上に高め合う内

容にしていくための実践を続けています。そのために

は教員同士の交流が大切だと考え、次のような交流を

図るとともに、児童生徒の情報交換を行なっています。

【教員同士のおもな交流活動】

①ブロック長・コーディネーターによる話し合い

②近川中ブロック推進会議・連絡会議

③市教委学校訪問時の分科会への参加

④入学式・参観日・卒業式等互いの行事への参加

奥内小・近川中・むつ養護学校　三校での合同行事
校舎分離型  近川中ブロック（奥内小学校・近川中学校）

◆小・中学校乗り入れ授業を実施

　　昨年 9 月には、小学校教員による中学校での書写の

授業を行なったほか、中学校栄養士による小学校での

食育指導を行いました。3 学期には、中学校教員によ

る小学校での体育および外国語活動の授業等を計画し

ています。

〈問合せ先〉
市教育委員会学校教育課教育政策担当

( 22-1111内線 3135

◆むつ養護学校で交流学習を実施

　　昨年 9 月 25 日には、奥内小学校 3 ～ 6 年生および

近川中学校全校生徒がむつ養護学校を訪問し、合同の

交流学習を行いました。

　  班毎に分かれて自己紹介を行い、ゲームを楽しんだ

ほか、インストラクターを招いてダンスを行うなど、

大いに盛り上がりました。

『
む
つ
市
遺
児
等
卒
業
祝
金
』
支
給

〈
対
象
と
な
る
児
童
〉

○
父
か
母
ま
た
は
両
親
が

・
亡
く
な
っ
て
い
る

・
３
か
月
以
上
生
死
が
不
明

・
１
年
以
上
行
方
不
明

・
心
身
障
害
の
状
態
で
労
働
能

力
を
失
っ
て
い
る

・
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

○
父
か
母
ま
た
は
両
親
に
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

※
離
婚
・
未
婚
等
に
よ
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
は
対
象
外

〈
支
給
額
〉 

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円（
３
月
に
支
給
）

〈
必
要
書
類
等
〉

●
必
ず
持
参
す
る
も
の

 

・
印
鑑

 

・
健
康
保
険
証
（
申
請
者
本
人

と
対
象
児
童
の
も
の
）

 

・
養
育
者
名
義
の
銀
行
口
座
が

わ
か
る
も
の

○
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
持
参

 

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受

給
資
格
証

 

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

 

・
遺
族
基
礎
年
金
証
書

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
護
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳（
父
ま
た
は
母
の
も
の
）

※
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
申
込
受
付
期
間
〉

２
月
１
日（
金
）
～
28
日（
木
）

　
市
で
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
市
内
に

お
住
ま
い
で
、
平
成
25
年
３
月
に
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）を
卒

業
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
１
５

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎  

　
(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎  

　
(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
(
44

−

２
１
１
１

　児童扶養手当と同様、ひとり親家庭等医療費助成制度の

支給要件に、「配偶者からの暴力（DV）により『裁判所からの

保護命令』が出された場合」が加わりました。

　受給するためには申請が必要となります。詳しくはお問

い合わせください。

ひとり親家庭等医療費助成制度 支給要件追加 ～受給には申請が必要です～

〈問合せ・申込先〉
市児童家庭課児童家庭担当　 (22-1111内線 2516
川内庁舎市民福祉課　　　　 (42-2111
大畑庁舎市民福祉課　　　　(34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課　　   (44-2111

○指定管理期間…平成 25年 4月1日〜平成 28年 3月31日（3年間）

施設の名称  指定管理団体および代表者氏名

むつ市営宮後牧野・むつ市営名子牧野
むつ市営永下牧野・むつ市営金谷沢牧野
むつ市宮後ふれあい牧場

田名部畜産農業協同組合 代表理事組合長 奥島 一志

川内第1牧野　　　　　　                   　　　 
川内第2牧野

むつ市川内地区牧野管理組合 組合長 水戸 　登

平成 25 年 4 月からの指定管理者決定

　市では、民間の能力やノウハウを活用しつつ、市民サービスの向上や経費の削減を図るため、市の施設について指

定管理者制度を導入しています。

　平成 25年 4月1日からの指定管理者を次のとおり決定しましたのでお知らせします。

〈詳しくは〉
市総務課行革推進担当

(22-1111内線 2122

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号
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　日本赤十字社は、みなさんが社員となって納めていただ

く社費と寄付金により、世界各国での救援活動をはじめ、

献血事業や医療事業等さまざまな事業を行なっています。

　また、未曾有の大震災から間もなく 2 年が経過しようと

していますが、日本赤十字社では医療インフラにかかる復

興事業のほか、仮設住宅入居者への生活家電セットの配布

や健康相談の実施、被災した子どもたちのこころのケアを

目的としたサマーキャンプ事業を行うなど、物心両面の長

期・継続的な支援活動を続けています。

　これらの活動資金の財源は赤十字社員から納付いただく

社資（社費、寄付金）で賄われており、今年も 2 月より、町

内会の方や赤十字奉仕団を通じて社資の募集を行わせてい

ただきます。一人でも多くの方々のご協力をお願いします。

昨年募った日本赤十字社社資のむつ市合計は

779 万 8,570円でした。
　ご協力ありがとうございました！

２月は『日本赤十字社の社員増強運動月間』

赤十字社員増強運動にご協力を

むつ市議会だより − 第 214 回定例会 −

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
４
回
定
例
会
が
、
去
る
11
月
27
日
か
ら

12
月
14
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
28
議
案（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）・
７
報
告
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
承
認
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
５
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

の
う
ち
議
案
第
73
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
ほ
か
２
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
73
号
　
む
つ
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
市
民
の
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
、

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
公
表
の
手

段
と
期
間
に
つ
い
て
、
ま
た
、
市
で
把

握
し
て
い
る
空
き
家
の
件
数
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ

市
公
告
式
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
掲

示
場
４
カ
所
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
期
間
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
ま
だ
検
討
は
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に

よ
り
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の
件
数
に

つ
い
て
は
35
件
で
、
む
つ
地
区
が
32
件
、

川
内
、
大
畑
、
脇
野
沢
地
区
が
各
１
件

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
所
有
者
が

行
方
不
明
の
場
合
の
責
任
の
及
ぶ
範
囲

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
民
法
上
の
相
続
権
の
及
ぶ
範
囲
で
、

配
偶
者
お
よ
び
子
な
ど
の
法
定
相
続
人

に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
解
体
に
対

す
る
助
成
や
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
条

文
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
既
に

条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
で
は
勧

告
ま
で
で
、
ほ
と
ん
ど
解
体
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
本
来
は
所
有
者
の
責

務
に
よ
っ
て
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
適
正
に
管
理

し
て
い
る
市
民
と
の
間
に
不
平
等
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現

段
階
で
は
公
表
ま
で
と
し
、
効
果
が
出

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
次
の
段
階
に
つ
い

て
今
後
研
究
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
解
体
後
の

固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
住
宅
を
解
体

し
て
更
地
に
し
た
場
合
、
土
地
の
固
定

資
産
税
が
上
が
る
こ
と
に
つ
い
て
は
他

の
自
治
体
で
も
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
固
定
資
産
税
の
課
税
方
法

等
に
つ
い
て
は
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
措
置
を
と
る

こ
と
は
法
律
上
非
常
に
厳
し
い
と
思
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
79
号
　
青
森
県
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
減
少
お
よ
び
青
森
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
構
成

団
体
で
あ
る
三
戸
郡
町
村
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
伴
い
、
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
を
減
少
し
、
組
合
規

約
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
80
号
　
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
減
少
お
よ
び
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
議
案
第
79
号
と

同
じ
く
、
三
戸
郡
町
村
会
館
管
理
組
合

の
解
散
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
10
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

〈応募資格〉

　○次のいずれかの資格または経験のある方

保健師、助産師、看護師、准看護師、介護福祉士、

社会福祉士、介護支援専門員の資格

ホームヘルパー等高齢者福祉施設での勤務経験

　○自家用車で業務可能な方

　○週3日以上または、週8件程度調査できる方

〈身分〉 非常勤特別職

〈任期〉 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日

　　　 ※訪問調査員研修終了後より

〈業務内容〉

・申請者のご自宅や入所先の施設等を訪問し、お体

の状態などの日頃の状況を調査

・報告書の作成

〈報酬〉

訪問調査 1 件あたりの金額に調査件数を乗じたもの

〈募集人数〉 若干名

〈提出書類〉

市指定の履歴書、資格を証明するもの、免許証の写

し、応募動機

〈応募締切〉 2 月 13 日（水）必着

〈面接日〉 2 月 22 日（金）

むつ市介護保険訪問調査員募集

〈問合せ・応募先〉
〒 035-8686 むつ市中央 1-8-1

市介護福祉課介護認定担当( 22-1111 内線 2552

〈応募資格〉

社会福祉士または介護支援専門員の資格を有する方

で、自動車運転免許を有する方

〈身分〉 非常勤特別職

〈任期〉 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日

　　　 ※更新する場合あり

〈勤務場所〉 市介護福祉課（本庁舎）

〈業務内容〉

・地域包括支援センターに関する業務

・介護予防事業に関する業務

・要支援者等の介護予防プランの作成

・高齢者の総合相談業務 ほか

〈報酬〉 月額 144,200 円

むつ市介護予防サービスプラン作成員募集

〈募集人数〉 1 名

〈選考方法〉 面接

〈提出書類〉

市指定の履歴書（自筆）、資格を証明するもの、免許

証の写し

〈応募締切〉 2 月 12 日（火）必着 ※土曜、日曜、祝日を除く

〈面接日〉 2 月 22 日（金）午後 3 時 30 分～

　　　　市役所本庁舎第 3 会議室にて

〈問合せ・応募先〉
〒 035-8686 むつ市中央 1-8-1

市介護福祉課介護福祉担当

( 22-1111 内線 2566

市では、市地域包括支援センターの介護予防プラン作成員を募集します。

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

〈問合せ先〉
日本赤十字社青森県支部むつ市地区事務局
（市児童家庭課内）( 22-1111 内線 2512

　　 川内庁舎市民福祉課　  (42-2111
　　 大畑庁舎市民福祉課　 (34-2111
　　 脇野沢庁舎市民福祉課 (44-2111
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本
委
員
会
は
、
12
月
５
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
69
号
か
ら
議
案
第
72

号
ま
で
お
よ
び
議
案
第
76
号
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
そ

れ
ぞ
れ
所
管
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
基
準

等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
後
の

各
議
案
の
報
告
に
お
い
て
は
、
こ
の
部
分

は
省
略
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
69
号
　
む
つ
市
営
住

宅
等
の
整
備
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
公
営
住
宅
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
公
営
住
宅
お
よ
び
共
同

施
設
の
整
備
基
準
を
定
め
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
整
備
基
準
に

適
合
し
て
い
な
い
住
宅
が
多
い
理
由
と
こ

れ
ら
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

建
設
が
昭
和
30
年
代
か
ら
昭
和
50
年
代

と
か
な
り
古
い
住
宅
が
あ
り
、
特
に
む
つ

地
区
で
多
い
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
お

い
て
、
今
後
建
て
替
え
の
際
に
現
在
の
基

準
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
市
営
住
宅
の

長
寿
命
化
と
い
う
こ
と
で
古
い
も
の
を
直

し
な
が
ら
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
し

で
も
基
準
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
努
力
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
設
備
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
対
応
で
き
て
い
る
と
思
う

が
、
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
難
し
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
国
の
基
準
を

そ
の
ま
ま
市
の
基
準
に
し
て
い
る
が
、
市

と
し
て
必
要
な
い
と
考
え
る
も
の
は
な

か
っ
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
今
回
は
最
低
基
準
を
定
め
た
も

の
で
、
こ
の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
整
備

基
準
の
追
加
等
は
今
後
考
え
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
70
号
　
む
つ
市
道
路

の
構
造
の
技
術
的
基
準
お
よ
び
道
路
標

識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
道
路
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
市
道
の
構
造
の
一
般
的
技
術

的
基
準
お
よ
び
市
道
に
お
け
る
道
路
標

識
の
寸
法
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
自
転
車
専
用

道
路
に
関
す
る
規
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
現
在

当
市
に
は
自
転
車
専
用
道
路
は
な
く
、
計

画
も
な
い
が
、
今
後
設
置
す
る
可
能
性
が

な
い
と
は
い
え
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も

一
般
的
な
構
造
の
基
準
と
し
て
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
71
号
　
む
つ
市
準
用

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

準
用
河
川
に
か
か
わ
る
河
川
管
理
施
設

等
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
を
定

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
72
号
　
む
つ
市
公
共

下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
等
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

政
令
、
省
令
等
を
踏
ま
え
、
排
水
施
設

と
処
理
施
設
の
構
造
の
基
準
お
よ
び
終

末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
76
号
　
む
つ
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
公
営
住
宅
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
入
居
者
の
収
入
基
準
に
つ
い

て
定
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
議
案
第
69
号
か
ら
議

案
第
72
号
ま
で
の
一
連
の
条
例
制
定
に
よ

る
事
務
量
の
増
加
等
に
つ
い
て
委
員
か

ら
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
国

の
基
準
に
準
拠
す
る
形
で
規
定
し
て
い

る
の
で
今
の
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
が
、

市
独
自
の
基
準
を
新
た
に
規
定
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
当
然
事
務
量
は
増

加
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
今
回
認
定
す

る
路
線
に
、
過
去
に
私
道
な
の
で
舗
装
は

で
き
な
い
と
説
明
を
受
け
た
部
分
が
含
ま

れ
て
い
る
経
緯
と
今
回
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
る
要
件
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
こ
の
路
線
は
以
前
私
道
で

あ
っ
た
も
の
を
市
が
寄
附
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
順
次
整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で
、

今
回
市
道
認
定
す
る
部
分
は
整
備
が
完
了

し
た
部
分
で
あ
り
、
今
後
継
続
し
て
整
備

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
整
備

す
る
要
件
と
し
て
は
、
市
が
寄
附
を
受
け
、

市
の
財
産
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
寄
附

要
件
に
か
な
っ
た
道
路
で
な
け
れ
ば
寄
附

採
納
は
難
し
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
寄
附
採
納
の

要
件
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
寄
附
に
係
る
要
綱
が
あ
り
、
基

本
的
に
は
６
メ
ー
ト
ル
幅
で
、
舗
装
さ
れ

側
溝
も
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
則
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
未
舗
装
の

道
路
の
寄
附
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
寄
附
要
綱
で
は
舗
装

が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
若
干
緩
和
さ
れ
て
、
道
路
が
で

き
た
年
代
に
も
よ
る
が
、
今
は
未
舗
装

で
も
排
水
設
備
等
に
問
題
点
が
な
け
れ

ば
寄
附
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
92
号
　
平
成
24
年
度
む

つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
下
水
道
整
備

に
伴
う
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定

め
る
条
例

　
　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
地
域
主
権
改
革
一
括
法
」と
い
う
。）

に
よ
る
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、

市
営
住
宅
お
よ
び
共
同
施
設
の
整
備
基

準
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
及

び
道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例

　
　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
道

路
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
道
の
構
造

の
一
般
的
技
術
的
基
準
お
よ
び
市
道

に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構

造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
河
川

法
の
改
正
に
伴
い
、
準
用
河
川
に
係
る

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
一
般
的
技

術
的
基
準
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術

上
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例

　
　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
下

水
道
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
共
下
水

道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
お
よ
び

維
持
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

は
母
が
受
け
た
児
童
を
加
え
る
ほ
か
、

所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
事
業
全

体
の
対
象
人
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
３
月
31
日
現

在
、
給
付
対
象
世
帯
は
９
１
５
世
帯
で
、

内
訳
と
し
て
児
童
が
１
千
３
３
８
人
、
そ

の
父
親
が
92
人
、
母
親
が
８
２
３
人
と

な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
75
号
　
む
つ
市
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

国
民
年
金
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引

用
法
令
の
明
確
化
等
に
つ
い
て
所
要
の
条

文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質

疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
90
号
　
平
成
24
年
度
む

つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
23
年
度

の
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
対

す
る
国
等
か
ら
の
歳
入
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
う
返
還
金
に
不
足
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
67
万
２
千
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
81
億
２
千
１
１
８
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
91
号
　
平
成
24
年
度

む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
所

得
更
正
等
に
よ
り
過
年
度
分
の
保
険
料

還
付
金
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
25
万
円
を
増
額

し
、
改
善
す
べ
き
部
分
等
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
十
分
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
78
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
、
川
内
第
１
牧
野
外
１
施

設
の
指
定
管
理
者
に
む
つ
市
川
内
地
区

牧
野
管
理
組
合
を
指
定
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
公
募
を
行
な
っ
た
が
応
募

は
当
該
団
体
１
団
体
で
あ
り
、
選
定
委

員
会
を
経
て
選
定
し
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
81
号
　
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
荒

川
分
譲
住
宅
４
号
線
に
つ
い
て
は
、
路

線
の
一
部
が
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
起
点
終
点
を
変
更
し
、
新
た

に
整
備
さ
れ
た
市
有
地
道
路
を
組
み
入

れ
て
再
認
定
す
る
た
め
、
ま
た
、
川
内

37
号
線
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
川
内

木品
木
団
地
の
建
設
工
事
に
伴
い
、
認
定

し
て
い
た
道
路
敷
が
不
要
に
な
っ
た
た

め
廃
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
82
号
　
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
議

案
第
81
号
で
廃
止
す
る
荒
川
分
譲
住
宅

４
号
線
を
新
た
に
認
定
す
る
と
と
も
に
、

開
発
行
為
に
よ
り
市
に
帰
属
に
な
っ
た

路
線
、
道
路
整
備
が
完
了
し
た
路
線
等

17
路
線
を
市
道
認
定
す
る
た
め
の
も
の

　
次
に
、
議
案
第
77
号
　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
、
む
つ
市
営
宮
後
牧
野
外
４
施
設

の
指
定
管
理
者
に
田
名
部
畜
産
農
業
協

同
組
合
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で
、
公

募
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
３
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
選
定
委
員
会
を
経
て
選
定
し
た

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
当
該
団
体
の

累
積
債
務
に
つ
い
て
お
よ
び
新
規
参
入
者

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
当
該
団
体
の
収
入
は
家

畜
市
場
で
の
販
売
手
数
料
が
主
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
市
場
成
績
に
よ
っ
て
収
入
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
と
、
農
家
か
ら
の
未
収

金
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
赤
字
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
累
積
債
務
に
つ
い
て

は
、
当
該
団
体
と
し
て
も
状
況
を
改
善
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い
る

の
で
、
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
は
３
団
体
の

応
募
が
あ
り
、
選
定
委
員
会
を
開
催
し

て
検
討
し
た
結
果
、
当
該
団
体
を
選
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
審
査
に
当
た
っ
て
は

実
績
を
重
視
し
た
も
の
で
は
な
く
、
応
募

さ
れ
た
３
団
体
の
事
業
計
画
、
収
支
計
画

の
積
算
等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者

に
対
す
る
管
理
運
営
に
関
す
る
指
導
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
随
時
指
導
を
行
っ

て
お
り
、
経
理
状
況
等
も
四
半
期
に
一
度

検
査
を
行
い
、
協
議
で
き
る
も
の
は
協
議

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

が
減
額
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
庫

支
出
金
で
あ
る
国
庫
補
助
金
と
起
債
を
減

額
し
、
ま
た
、
平
成
24
年
度
定
期
人
事
異

動
に
伴
い
人
件
費
が
不
足
し
た
こ
と
、
処

理
場
管
理
に
係
る
委
託
料
等
の
入
札
執
行

残
な
ど
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
予
算
と
も
９
千
３
７
３
万
９
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

14
億
１
千
７
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
４
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
５
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
74
号
　
む
つ
市
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
給
付
対
象
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
保
護
命
令
を
父
ま
た

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

４
億
６
千
８
６
９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
29
号
　
専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成

24
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の

で
、
保
険
料
の
軽
減
の
適
用
が
平
成
22

年
度
ま
で
遡
及
し
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険

料
還
付
金
に
不
足
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
万
２
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

４
億
６
千
８
４
４
万
５
千
円
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
青
森
県
人
事
委
員
会
の
県
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
市

職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
む
つ
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
公
営
企
業

管
理
者
な
ら
び
に
教
育
委
員
会
教
育

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号
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め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例

　
　
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
、
空
き
家
等
の
適
正
な

管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
保
護
命
令
を
父
ま
た
は
母
が
受
け
た

児
童
を
支
給
対
象
に
加
え
る
ほ
か
、
条

文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
国
民
年
金
法
等
の
改
正
に
伴
う
引

用
法
令
の
明
確
化
等
に
つ
い
て
条
文

整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
る
公

営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、
収
入
に

係
る
入
居
者
資
格
を
定
め
る
ほ
か
、

被
災
し
た
者
に
係
る
同
居
親
族
要
件

を
緩
和
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
営
宮
後
牧
野
外
４
施
設
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
川
内
第
１
牧
野
外
１
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減

少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
構
成
団
体
で
あ
る
三
戸
郡
町
村
会
館

管
理
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を
減
少
し
、

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及

び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
構
成
団
体
で
あ
る
三
戸
郡
町
村
会
館

管
理
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を
減
少
し
、

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
道
路
整
備
に
伴
い
起
点
お
よ
び
終
点

を
変
更
す
る
荒
川
分
譲
住
宅
４
号
線
な

ら
び
に
市
営
住
宅
の
建
設
に
伴
い
道
路

の
用
に
供
し
な
い
こ
と
と
な
る
川
内
37

号
線
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
前
議
案
で
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た

市
道
路
線
の
ほ
か
、
道
路
整
備
が
完

了
し
た
路
線
等
17
路
線
に
つ
い
て
、

市
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
監
査
委
員
に
選
任
す
る
者
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
12
月
14
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る 

む
つ
市
監
査
委
員
に
阿

部
昇
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す
る

者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
12
月
19
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
教
育
委
員
会

の
委
員
に
髙
瀨
厚
太
郎
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す
る

者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
１
月
15
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
教
育
委
員
会

の
委
員
に
宮
浦
雅
子
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
川
向
常
寛

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
篠
﨑
慶
司

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す
る

者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任

し
た
人
権
擁
護
委
員
の
後
任
に
鶴
ケ
崎

猛
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
２
億
５
千
９
５
０
万
３
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
１
億
67
万
２
千

▼
原
子
力
政
策
と
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

・   

国
の
原
子
力
政
策
お
よ
び
各
党
の
掲

げ
る
政
策
に
つ
い
て

・   

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
ど
う
あ

る
べ
き
か

・   

中
間
貯
蔵
施
設
の
安
全
性
に
つ
い
て

・   

中
間
貯
蔵
施
設
の
来
年
度
の
事
業
開

始
は
可
能
か

▼
市
民
協
働
・
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

・   

市
民
協
働
・
参
画
に
取
り
組
む
、
む

つ
市
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

・   

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
内
の
町
内
会
の
現
況
に
つ
い
て

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
教
育
に
つ
い
て

・   

職
場
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

・   

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

▼
原
子
力
に
つ
い
て

・   

国
の
動
向
に
つ
い
て

・   

脱
原
発
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

そ
の
他
諸
問
題
に
つ
い
て

◎
濵
　
田
　
栄
　
子

▼
林
業
政
策
に
つ
い
て

・   

森
づ
く
り
の
林
業
を
積
極
的
に
国
、

県
へ
提
案
す
る
べ
き
と
思
う
が
市
長

の
考
え
を
問
う

▼
海
ご
み
が
漁
業
に
及
ぼ
す
問
題
に
つ
い
て

・   

今
年
度
漁
業
へ
の
被
害
状
況
は
報
告

さ
れ
て
い
る
の
か

・   

海
岸
清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、
定
期
的
事
業
と
し
て

企
画
す
る
べ
き
と
思
う
が
市
長
の
考

え
を
問
う

▼
高
齢
者
世
帯
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
お

可
能
で
す
か

・   

電
源
三
法
交
付
金
等
々
を
歳
入
と
し

な
い
予
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
検

討
し
ま
せ
ん
か

▼
道
路
行
政
に
つ
い
て

・   

関
根
地
区
の
国
道
２
７
９
号
の
整
備

に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・   

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

・   

福
祉
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

▼
公
共
施
設
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導

入
に
つ
い
て

・   

本
市
の
現
状
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

・   

放
射
能
拡
散
予
測
と
避
難
計
画
の
あ

ら
ま
し
と
具
体
化
、
お
よ
び
進
捗
状

況
に
つ
い
て

▼
公
的
施
設
に
つ
い
て

・   

各
地
域
公
民
館
の
維
持
管
理
に
お
け

る
将
来
構
想
に
つ
い
て

▼
防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

・   

Ｊ
Ｒ
大
湊
線
の
運
休
時
の
放
送
で
市
民

へ
の
利
便
性
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
佐
々
木
　
隆
　
徳

▼
脇
野
沢
産
マ
ダ
ラ
の
販
売
対
策
と
振

興
に
つ
い
て

・   

脇
野
沢
産
マ
ダ
ラ
と
太
平
洋
産
マ
ダ

ラ
の
違
い
に
つ
い
て

・   

脇
野
沢
産
（
陸
奥
湾
産
）マ
ダ
ラ
の
放

射
性
物
質
の
検
査
体
制
に
つ
い
て

・   

脇
野
沢
産
マ
ダ
ラ
の
安
全
・
安
心
の

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

よ
び
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・   

低
所
得
層
へ
の
補
助
制
度
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か

・   

屋
根
の
雪
お
ろ
し
、
除
雪
に
対
応
で

き
る
業
界
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
そ
の
他
団
体
の

情
報
提
供
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
問
う

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
国
道
２
７
９
号
の
障
害
予
測
シ
ス
テ

ム
に
関
連
し
て

・   

国
道
２
７
９
号
の
障
害
予
測
シ
ス
テ

ム
と
は
何
か

・   

む
つ
市
の
除
雪
体
制
と
の
連
携
は
図

れ
る
の
か

・   

ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
対
す
る
情
報
提
供

の
徹
底
は
図
れ
る
の
か

▼
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
状
況
に

つ
い
て

・   

現
在
整
備
中
の
吹
越
バ
イ
パ
ス
お
よ

び
む
つ
南
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

・   

未
整
備
（
未
着
工
）区
間
の
今
後
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か

・   

原
発
関
連
施
設
を
抱
え
る
下
北
半
島

で
避
難
道
路
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

◎
村
　
中
　
徹
　
也

▼
原
子
力
行
政
に
つ
い
て

・  

福
島
原
発
の
事
故
責
任
は
、
立
地
市

町
村
（
大
熊
町
、
双
葉
町
）も
問
わ
れ

る
と
思
い
ま
す
か

・   

中
間
貯
蔵
施
設
の
事
故
（
仮
想
）責
任
は

む
つ
市
も
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
か

・   

電
源
三
法
交
付
金
、
寄
附
金
、
核
燃

料
税
（
仮
定
）な
し
で
、
市
政
運
営
は

取
り
組
み
に
つ
い
て

・   

脇
野
沢
産
マ
ダ
ラ
の
増
殖
対
策
に
つ
い
て

▼
道
路
行
政
に
つ
い
て

・   

大
湊
地
区
バ
イ
パ
ス
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

・   

国
道
３
３
８
号
桧
川
～
蛎
崎
間
の
狭

隘
箇
所
お
よ
び
通
称
七
曲
地
区
急

カ
ー
ブ
の
改
良
に
つ
い
て

・   

市
道
渡
向
６
号
線
の
延
伸
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

・   「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」に
つ
い
て

・   「
通
学
路
、
歩
道
」の
除
雪
に
つ
い
て

・   「
除
雪
機
」貸
し
出
し
に
つ
い
て

▼
防
災
、
減
災
に
つ
い
て

・   

学
校
の「
非
構
造
部
材
」に
つ
い
て

▼
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

・   

高
齢
者
見
守
り
支
援
の
対
策
に
つ
い
て

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
歴
史
を
掘
り
起
し
、 

観
光
振
興
に
い

か
す
対
策
に
つ
い
て

・   

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」に

つ
い
て

・   

会
津
人
の
気
質
を
利
用
し
た
連
携
観

光
に
つ
い
て

・   

戊
辰
戦
争
時
の
歴
史
の
掘
り
起
し
に

つ
い
て

・   

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て

・   

郷
土
の
歴
史
を
未
来
に
残
す
取
り
組

み
に
つ
い
て

・   

戊
辰
戦
争
の
関
連
史
話
に
つ
い
て

・   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
に
つ
い
て

・   

戊
辰
戦
争
を
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周

知
さ
せ
る
か

・   

郷
土
史
と
学
校
教
育
に
つ
い
て

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関す
る各種情報を提供しています。
　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議
録も順次掲載しており、一般質問における質疑応答につい
ても詳しく掲載されています。ぜひ一度ご閲覧ください。
　市ホームページ
　　http://www.city.mutsu.lg.jp/　からご覧ください。

むつ市議会ホームページのご案内
◎
目
　
時
　
睦
　
男

▼
行
政
運
営
に
つ
い
て

・   
合
併
評
価
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

・   「
合
併
検
証
委
員
会
」設
置
に
つ
い
て

・   

分
庁
舎
の
役
割
と
展
望
に
つ
い
て

▼
生
活
保
護
に
つ
い
て

・   

生
活
保
護
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

・   

相
談
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

・   

生
活
保
護
法
第
29
条
に
つ
い
て

▼
産
業
振
興
に
つ
い
て

・   

漁
業
の
６
次
産
業
化
推
進
に
つ
い
て

・   

大
畑
魚
市
場
改
築
に
つ
い
て

▼
施
設
運
営
に
つ
い
て

・   

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
か

ん
」の
活
用
に
つ
い
て

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
12
月
７
日
、
10
日
、

11
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

現
時
点
に
お
い
て
の
い
じ
め
の
状
況

に
つ
い
て

・   （
仮
称
）む
つ
市
こ
ど
も
い
じ
め
防
止

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
保
健
行
政
に
つ
い
て

・   

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
高

め
、
医
療
費
（
薬
価
）の
削
減
に
努
め

る
考
え
は
な
い
か

・   

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
・
利

用
の
年
次
目
標
を
定
め
て
い
く
考
え

は
な
い
か

▼
市
民
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
大
畑
町
中
島
９
号
線
と
伊
勢

堂
１
号
線
（
大
畑
小
学
校
通
り
山
側

に
向
か
う
交
点
）に
信
号
機
を
取
り

付
け
る
考
え
は
な
い
か

・   

同
上
野
線
・
水
木
沢
３
号
線
（
大
畑
小

学
校
上
お
よ
び
外
港
よ
り
バ
イ
パ
ス

に
向
か
う
交
点
）に
、
子
供
た
ち
の
安

全
の
た
め
、
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
を

配
置
で
き
な
い
か

◎
中
　
村
　
正
　
志

▼
む
つ
市
の
財
政
に
つ
い
て

・   

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
地
方
交
付
税

の
段
階
的
減
少
へ
の
対
策
に
つ
い
て

・   

経
常
的
経
費
の
将
来
負
担
に
つ
い
て

・   

公
共
施
設
白
書
の
作
成
に
つ
い
て

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
25
万
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
９
千
３
７
３
万
９
千

円
の
減
額
補
正
）

報
　
告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
１
千
85
万
９
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
５
万
２
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
契
約
に

つ
い
て（
関
根
漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
３
千
８
６
９
万
円
の
増
額
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号
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Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  〜時間はいずれも午前10時から11時 30分まで〜

Let 's 国 際 交 流  〜国際交流推進員 山道エイミーからのお知らせ〜

〈いつ・どこで〉

　2月      4 日（月）

　市役所本庁舎（第 3会議室）

2月中旬から産休に入るため「Amyと気軽に

何でもTalking」をしばらくの間、休ませて

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ〜』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりしてみません

か？　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流推進員の山道エイミー〈Amy Yamamichi〉）に日本語で

も英語でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈問合せ先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111内線 2315

図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
(28-3500　     28-3400

　・・ 今月の新着案内 ・・  ※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

誰と会っても疲れない「気づかい」のコツ

僕の死に方

〈図録〉植民地朝鮮に生きる

「上から目線」の扱い方

女子社員マネジメントの教科書

プロが教える本当に役立つ介護術

拉致と決断

爪もみとつむじ押しで100歳まで生きる!

「脳卒中」を防ぐ技術（テク）

知識ゼロからの着物と遊ぶ

ちいさなキャンドルクラフト

ヨーグルトマジック

粥百選

人生がときめく片づけの魔法2

はじめてママのきほんの幼児食

仕事で使える手紙力の基本

新幹線お掃除の天使たち

手づくりの紙ものテクニックブック

チャレンジが道をひらく

「いいスピーチでしたね」と言われる話し方

残り全部バケーション

光秀曜変

帝都を復興せよ

噂の女

世界から猫が消えたなら

眩談

沈黙のひと

大きな音が聞こえるか

マリアージュ・マリアージュ

水 島 広 子

金 子 哲 雄

水 野 直 樹

榎 本 博 明

田 島 弓 子

福 辺 節 子

蓮　池　　　薫

福　田　　　稔

奥　村　　　歩

石　橋　富士子

福　間　乃梨子

荻 野 恭 子

高 梨 尚 之

近　藤　麻理恵

牧 野 直 子

中　川　　　越

遠　藤　　　功

オギハラ　ナミ

王　　　貞　治

金 井 英 之

伊　坂　幸太郎

岩　井　三四二

江　上　　　剛

奥 田 英 朗

川 村 元 気

京 極 夏 彦

小　池　真理子

坂　木　　　司

金　原　ひとみ

週末カミング

スタンダップダブル !

冷血 上・下

歓喜の仔 上・下

ふる

孤愁

けさくしゃ

空白を満たしなさい

ライフ・アンド・デス

維新銃姫伝

ブルーマーダー

神去なあなあ夜話

逆回りのお散歩

55歳からのハローライフ

作家ソノミの甘くない生活

ライアの祈り

あたしゆきおんな

ニットさん

十二支のしんねんかい

道づくりのひみつ

1年生からひとりでお弁当を作ろう

魔女のステキな冬じたく

ルドルフとスノーホワイト

あやかしの店のお客さま

みんなみんなおばけになっちゃうぞ ?

問う者、答える者 上・下

「はてしない物語」事典

ここはボツコニアン2

青森のすてきなレストラン＆カフェ time

柴 崎 友 香

小 路 幸 也

高　村　　　薫

天 童 荒 太

西　　　加奈子

新 田 次 郎

畠　中　　　恵

平　野　啓一郎

藤 田 宜 永

藤　本　ひとみ

誉 田 哲 也

三　浦　しをん

三 崎 亜 記

村　上　　　龍

群　　　ようこ

森 沢 明 夫

富 安 陽 子

たむら　しげる

み　き　つきみ

中 尾 雄 吉

坂 本 廣 子

あんびるやすこ

斉　藤　　　洋

水　沢　いおり

むらい　か　よ

パトリック・ネス

ローマン・ホッケ

宮　部　みゆき

山 内 一 司

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

2月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

& & & & & 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 & &
　　　　　　は休館日です

市立図書館本館 特別貸し出し実施
インターネット予約サービス

2 月 20 日（水）開始
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２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

　あけましておめでとうございます。私事ですが、3月末に第一子が産まれる予定です。初めての妊婦生活を日

本で過ごし、新たな日本に出会うことができました。母親になることで、また日本とアメリカの違いをたくさん

経験することにもなるでしょう。

　「里帰りしないで、日本で出産するのは怖いでしょう」と言われることがありますが、逆にアメリカでの出産も

経験したことが無く、どっちで産んでも初体験になるので、アメリカ人らしく里帰りをしないで、このまま夫と

2人で暮らし続けます。アメリカでは、出産の時に里帰りする文化がなく、私が産まれた時もおじいさんとおば

あさんが会いに来てくれました。アメリカでは朝に出産すれば、その日に退院することがあります。また帝王切

開じゃない限り、遅くても翌日には退院します。それに比べて、日本では1週間ほど入院するので少し長すぎる

ようにも思いますが、安心しています。今後の市政だよりでは、妊婦の生活、病院や保険、育児の違いなどにつ

いて紹介していきたいと思います。今年も1年間よろしくお願いします。

いただきます。6月に職場復帰してTalking も

再開する予定ですので、近くなりましたら

市政だよりや市ホームページで

お知らせします。

　2月12日（火）から19日（火）にかけて蔵書点検のた

め休館となります。そこで、市立図書館では次の期間、

特別貸し出し期間として貸出冊数を増やし、貸出期間

も通常時より延長しますのでどうぞご利用ください。

※休館中もブックポストへ返却できます。

〈実施期間〉 1月 29日（火）〜2月11日（月）

〈貸出できる数〉 ※（　）内は通常時貸し出し可能な数

　○図書…10冊（5冊）

　○雑誌…6冊（3冊）

　○ビデオ・DVD・CD・テープ…4点（2点）

〈貸出期間〉 全資料…24日間

　市立図書館ではこれまで、貸し出されている本の予約

を窓口や電話で受け付けていましたが、2月20日（水）よ

り新たにインターネットで予約できるようになります。

　インターネットサービスは、本の予約のほか、現在ご

自身が借りている資料などの一覧も確認することができ

ます。このインターネットサービスを受けるためには、

事前にパスワード（英数字5～ 8桁、記号不可）の登録が

必要で、2月1日（金）より受付開始します。希望される

方は、図書館窓口（本館・各分館）へお申し込みください。

※登録時には本人確認できる書類（運転免許証や健康保

険証など）をご持参ください。

〈問合せ先〉
市立図書館( 28-3500
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○むつ地区〈訓練問合せ先・大湊消防署(24-2091〉

　〈い　つ〉 1月 25日（金） 午前10時〜

　〈どこで〉 大湊上町 常楽寺

　※県重宝「如来立像（円空作）」が保管されています

○川内地区〈訓練問合せ先・川内消防分署(42-3215〉

　〈い　つ〉 1月 25日（金） 午前 9時 30分〜

　〈どこで〉 泉龍寺

※市指定文化財「川内風景図屏風（蓑虫山人筆）」が保管さ

れています

○脇野沢地区〈訓練問合せ先・脇野沢消防分署(44-2020〉

　〈い　つ〉 1月 28日（月） 午前10時〜

　〈どこで〉 九艘泊・船小屋休憩所

※市指定文化財「木造和漁船」が保管されています

〈詳しくは〉市教育委員会生涯学習課( 22-1111 内線 3143

『文化財防火デー』に伴う 文化財防火運動実施
　昭和 24 年 1 月 26 日、法隆寺金堂壁画が焼損したのを契機

に、毎年 1 月 26 日を「文化財防火デー」と定め、全国的に文

化財防火運動を展開しています。

　市では、次の日程で文化財の防火訓練を実施します。む

つ地区では火災防ぎょ訓練のほか、大湊カトリック幼稚園幼

年消防クラブによる「火の用

心」の呼びかけや、市民のみ

なさまを対象とした消防署

員による防火・防災に関す

る講話が行われます。

　お近くにお住まいの方を

はじめ、市民のみなさまの

ご参加をお待ちしています。

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

２ 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7 時～ 10 時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

三 上 医 院

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

村 中 内 科・ 心 療 内 科 医 院

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック

( 22-1011

( 22-2512

( 28-4550

( 23-0120

( 23-0033

☆   3 日（日）

☆ 10 日（日）

☆ 11日（月）

☆ 17 日（日）

☆ 24日（日）

　12 月の 3 歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろ

んのこと、治した歯が 1 本もないお子さん達です。こ

れからも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

〜 お子さんの歯みがき後は、お家の方の仕上げみがきを習慣にしましょう！〜

簗 部 未 優 やなべ　みゆう ちゃん

米 陀 舞 波 よねだ　まなみ ちゃん

新 田 美 悠 にった　みゆう ちゃん

上 山 湧 太 かみやま　ゆうた くん

笹 森 絢 菜 ささもり　あやな ちゃん

千 葉 楓 太 ちば　ふうた くん

門 口 侑 矢 かどぐち　ゆうや くん

中 村　　 心 なかむら　こころ ちゃん

賀 佐 伊 吹 がさ　いぶき ちゃん

河 上　　 蓮 かわかみ　れん くん

川 口 華 音 かわぐち　かのん ちゃん

成 田 愛 翔 なりた　あいか ちゃん

三 浦 梨 鈴 みうら　りり ちゃん

秋 山 毘 彩 あきやま　ひいろ くん

柴 田 航 賜 しばた　こうし くん

杉 山 陽 香 すぎやま　はるか ちゃん

杉 山 帆 香 すぎやま　ほのか ちゃん

立 場 絵 麻 たちば　えま ちゃん

齋 藤 一 輝 さいとう　かずき くん

三 重 怜 士 みえ　さとし くん

米 澤 樹 紀 よねざわ　いつき くん

今月の“ピカピカ賞”

キホン！健康づくりの 最終回“コレステロールの少ない食事づくり”

きのこのみそ汁（４人分）
【1 人分栄養価】28 キロカロリー、塩分 1.3g

〈材料〉 まいたけ、えのきだけ、しめじ…各 40g　しいたけ…2 枚

　しょうが…1 かけ　万能ねぎ…2 株　だし汁…600ml　みそ…大さじ 2

①まいたけは細く裂き、しいたけはうす切りにする。えのきだけとし

めじは石づきをとって長さを半分にする。しょう

がはせん切りにし、万能ねぎは小口切りにする。

②だし汁にきのことしょうがを入れて沸騰させ

る。弱火にしてみそを溶き入れる。

③器に盛り、万能ねぎを散らして完成！

♪簡単レシピの紹介♪～第 11 回 ヘルシーで減塩～

〈詳しくは〉成人保健担当（内線 2584）

　コレステロールは、体内の細胞膜を作り、

食べ物の消化吸収に大切な胆汁酸の材料や

ホルモンになるなど、身体にとって重要な

役割を果たしますが、高すぎても低すぎても

動脈硬化を進めてしまう原因になります。

☆野菜、海藻、きのこをとりましょう！☆

●血清コレステロールの増加を防ぎ、食後血糖上昇を抑制、便通を改

善する作用がある食物繊維を多く含みます。

●脂質や糖質の代謝に関わるビタミンBを含みます。

●低エネルギーであり、食事のはじめに摂取すると食べ過ぎを防止できます。

◆コレステロールの役割◆

◆血中コレステロールを減らす工夫◆
野菜摂取量を増やすポイント

・毎食副菜をとる　・主菜の付け合せを増やす

・具だくさんにした汁物をとる

〈い　つ〉 2月 3日（日） 午後1時〜3時

〈どこで〉 下北文化会館

〈出演団体および演目〉 ※プログラム順ではありません

大畑地区…小目名ひばの子子ども会

　　　　　「小目名もちつき踊り」

脇野沢地区…脇野沢地区子ども会「餅つき踊り」

大間町…大間町子ども会育成連絡協議会

第 28 回 下北地区子ども会

郷土芸能発表会開催
　子どもたちが各地区に伝わる郷土芸能を発表します。

〈い　つ〉 2月 24日（日） 午後 0時 30分〜（開場正午）

〈どこで〉 下北文化会館

〈入場料〉 全席指定500円〜 800円

入場券についてはむつ市連合婦人会へお問い合わせく

第 34 回 むつ市婦人芸能発表会開催

　むつ市連合婦人会では、郷土芸能や新舞踊、合唱等、

日頃の練習の成果をご覧いただきたく発表会を開催しま

す。たくさんのみなさまのご来場をお待ちしています。

ださい。ただし、ご希望どおりの席が確保できない場

合もありますのでご了承ください。なお、当日券は残

りの座席のみの販売となります。

 〈問合せ先〉 
むつ市連合婦人会 坪(22-2440

市中央公民館(24-1224
※市中央公民館は取り次ぎのみで販売は行なっていません

　　　　「もちつき踊り」

東通村…古野牛川子供会「もちつき」

風間浦村…易国間子ども会「易国間大石神社神楽」

佐井村…磯谷子ども会「狐踊り」

むつ地区の出演団体および演目は未定です

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

 〈問合せ先〉 市中央公民館(24-1224

①調理の工夫で脂をとる、または脂を落とす。

・植物性脂肪や魚介類に多く含まれる不飽和脂肪酸は多く

…背の青い魚はホイル焼き、ムニエルや鍋料理にする。

・動物性脂肪に多く含まれる飽和脂肪酸は少なく

…脂肪の少ない肉を選び、肉の脂身はなるべく食

べず茹でる、蒸す、網焼きなどにし、脂をとり

すぎない。

②洋菓子、スナック菓子、菓子パン、保存食品（イ

ンスタント麺、コーヒー用クリーム）の油分は控える。

③食物繊維（野菜、海藻、きのこ類など）をとる。

④毎日の生活に運動を取り入れる。

⑤肥満を解消する。
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ト
ン
ト
ゥ
の
来
さ
舞
！

 　
　
　
　
　
　
　

 

民
俗
芸
能

〈
い
つ
〉２
月
10
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

〈
ど
ん
な
〉

・
東
通
村
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
民

俗
芸
能
披
露

・
津
軽
伝
統
「
金
多
豆
蔵
人
形

シ
ョ
ー
」

・
ト
ン
ト
ゥ
の
餅
つ
き
大
会

・
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
駄
菓
子
を
も

ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

・
あ
っ
た
か
冬
屋
台
の
振
る
舞
い

・
放
射
線
知
識
ク
イ
ズ
で
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
を
ゲ
ッ
ト

※
詳
し
く
は
２
月
３
日
（
日
）の
東
奥
日

報
・
デ
ー
リ
ー
東
北
・
読
売
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
入
場
料
〉無
料 

〈
問
合
せ
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

 

(
48

−

２
７
７
７

 

兎
沢
ス
キ
ー
場

 

み
ん
な
お
い
で
よ
大
畑
へ
！

 

ゲ
レ
ン
デ
祭
り
２
０
１
３
開
催

〈
い
つ
〉２
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉兎
沢
ス
キ
ー
場

ゲ
レ
ン
デ
お
よ
び
ヒ
ュ
ッ
テ

下北文化会館・大ホール2月の催し物案内

次号は 2月12日（火）の発行となります。

通常は毎月10日および 25日に発行

※12月は15日（今年は16日）および28日｛今年は27日（1

月1日号）｝、1月は20日のみの発行となり、発行日が土曜・

日曜・祝日の場合、翌日の発行となります

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
1月 4日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 93円 91 〜 94 85円

☆ 18 ℓ配達価格 1,686円 1,638 〜 1,764 1,559円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,556円 5,197 〜 5,880 5,558円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 9,446円 8,873 〜 10,394 9,450円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 149円 147 〜 151 138円

☆軽油 1ℓ現金 129円 126 〜 131 119円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

３
Ｂ
体
操
体
験
教
室
開
催

〈
い
つ
〉

　
１
月
24
日（
木
）、
２
月
14
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉禄
寿
荘（
新
町
32

−

36
）

〈
ど
ん
な
〉

３
種
類
の
用
具
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら

そ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
３
Ｂ
体
操

と
名
付
け
ら
れ
た
健
康
体
操
で
す
。

〈
受
講
料
〉無
料 

※
保
険
料
１
回
２
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

動
き
や
す
い
服
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル

〈
問
合
せ
先
〉３
Ｂ
体
操
指
導
者

   

小
田
敬
子

(
22

−

６
６
０
８

(
０
９
０

−

２
９
９
４

−

７
１
６
６

 

第
12
回
冬
の
下
北
半
島

 　
　
　
　
　

 

食
の
祭
典
開
催

〈
い
つ
〉１
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
ど
ん
な
〉

・
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
、
大
湊
海
軍
コ

ロ
ッ
ケ
、
大
間
マ
グ
ロ
な
ど
下

北
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
の

飲
食
・
販
売
、
特
産
品
販
売

・
み
そ
貝
焼
き
や
あ
ん
こ
う
鍋
の
ふ

る
ま
い

・
そ
ば
打
ち
実
演
、
そ
ば
切
り
体

①
申
請
書
（
県
税
部
窓
口
で
受
け
取
り

ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転

免
許
証
等
）

④
手
数
料（
１
通
４
０
０
円
分
の
県
証
紙
）

○
代
理
人
申
請
の
場
合

前
記
①
、
④
の
ほ
か
、

⑤
納
税
義
務
者
の
実
印
付
委
任
状

⑥
納
税
義
務
者
の
印
鑑
証
明
書

⑦
代
理
人
の
印
鑑

⑧
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類（
運
転
免
許
証
等
）

　
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
み

な
さ
ま
の
大
切
な
情
報
を
証
明
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
窓
口
で
の

確
認
を
厳
格
に
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉下
北
地
域
県
民
局

県
税
部
納
税
管
理
課

(
22

−

８
５
８
１
内
線
２
０
３

 

む
つ
総
合
病
院

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー
終
了
時
間
変
更

　

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉

　
２
月
１
日（
金
）午
前
８
時
30
分
～

　（
変
更
前
）午
後
５
時
30
分
ま
で

　（
変
更
後
）午
後
５
時
ま
で

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
総
合
病
院
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー

(
23

−

７
１
６
１

〈
そ
の
他
〉

本
冊
子
を
教
材
と
し
た
解
読
会
を

２
月
19
日
お
よ
び
３
月
19
日
の
午

後
１
時
30
分
よ
り
、
大
畑
公
民
館

で
開
催
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉‘
94
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
畑

「
歴
史
と
神
話
の
委
員
会
」

佐
藤

(
34

−

２
６
６
５

傳
法

(
34

−

２
０
８
４

 

家
具
倒
壊
防
止
金
具

   

取
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
中

〈
対
象
〉一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

〈
そ
の
他
〉

特
殊
な
金
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、

費
用
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

「
り
ん
ど
う
の
会
」

菊
池

(
０
７
０

−

６
９
５
４

−

２
３
７
５

時
田

(
０
９
０

−

７
０
６
０

−

５
８
９
４

 

県
税
納
税
証
明
書
の

 　
　
　

  

交
付
申
請
に
つ
い
て

　

官
公
庁
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
、
建
設
業
許
可
申
請
、
所
得
税
確

定
申
告
、
金
融
機
関
の
融
資
申
し
込

み
等
の
た
め
、
県
税（
法
人
県
民
税
・
事

業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
、
個
人
事
業
税

等
）の
納
税
額
ま
た
は
未
納
額
が
な
い

こ
と
の
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
次

の
書
類
等
を
ご
準
備
の
う
え
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い（
郵
便
申
請
可
）。

○
本
人
申
請
の
場
合

 

「
原
始
謾
筆
風
土
年
表
」

   

意
訳
・
解
説
集
発
刊
・
配
布

　

‘
94
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
畑
「
歴
史
と

神
話
の
委
員
会
」で
は
、
希
望
の
ま
ち

づ
く
り
補
助
金
を
活
用
し
「
原
始
謾
筆

風
土
年
表
」（
村
林
源
助
著
）意
訳
・

解
説
集
第
26
分
冊
（
巻
16
）を
発
刊
し

ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

〈
ど
ん
な
〉

寛
延
元
年
生
ま
れ
の
村
林
源
助

が
、
１
千
７
０
０
年
代
前
半
か
ら

１
千
８
０
０
年
代
前
半
に
見
聞
し

た
こ
と
や
読
ん
だ
書
物
を
抄
録
し

た
「
原
始
謾
筆
風
土
年
表
」原
本
を

意
訳
・
解
説
し
た
冊
子
で
す
。

〈
い
つ
〉２
月
１
日（
金
）よ
り

〈
ど
こ
で
〉

市
中
央
公
民
館
、
大
畑
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

雪
像
や
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
、
家
族
や
友
達
同
士

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
！

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
１
０
０

円
ミ
ニ
屋
台
も
あ
る
よ
！

〈
そ
の
他
〉

当
日
は
ロ
ー
プ
ト
ウ
を
無
料
開
放
し
ま

す（
利
用
時
間
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
財
）む
つ
市
教
育
振
興
会

兎
沢
ス
キ
ー
場

(
34

−

４
６
６
４

: http://kyoushin.org
/

 

　http://kyoushin.org
/m
.htm
l

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
ち
り
め
ん
雛
人
形
展

　
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸

せ
を
祈
り
、
つ
る
し
雛
や
雛
人
形

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉２
月
16
日（
土
）

～
３
月
24
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
そ
の
他
〉

２
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）先
着

50
名
様
に「
ミ
ニ
雛
」プ
レ
ゼ
ン
ト
。

○
つ
る
し
雛
作
り
講
習
会

〈
い
つ
〉２
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
方

〈
材
料
費
〉３
０
０
～
５
０
０
円
程
度

〈
問
合
せ
先
〉

創
作
ち
り
め
ん
人
形
サ
ー
ク
ル

高
橋 

(
22

−

３
８
６
７

ま
ち
の
駅 

七
福 

ホ
ッ
ト
情
報

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば
・
陶
芸

作
品
展

障
が
い
を
持
っ
た
み
な
さ
ん
が
一

生
懸
命
作
っ
た
作
品
を
展
示
。

〈
い
つ
〉２
月
４
日（
月
）
～
15
日（
金
）

○
土
佐
そ
う
子
・
油
絵
小
品
展

女
性
な
ら
で
は
の
繊
細
な
絵
と
俳

句
の
作
品
を
展
示
。

〈
い
つ
〉２
月
18
日（
月
）～

３
月
２
日（
土
）

〈
ど
こ
で
〉い
ず
れ
も
ま
ち
の
駅 

七
福

※
日
曜
休

〈
問
合
せ
先
〉

ま
ち
の
駅 

七
福
(
31

−
０
２
２
０

各
種
安
全
衛
生
講
習
会
開
催

○
ク
レ
ー
ン
の
運
転
に
係
る
特
別
教
育

〈
い
つ
〉２
月
６
日（
水
）・
７
日（
木
）

午
前
９
時
～

〈
受
講
料
〉１
万
７
千
２
５
０
円

○
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習

〈
い
つ
〉２
月
14
日（
木
）・
15
日（
金
）

〈
受
講
料
〉９
千
６
６
０
円

○
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習

〈
い
つ
〉２
月
21
日（
木
）・
22
日（
金
）

〈
受
講
料
〉１
万
４
千
３
９
０
円

※
い
ず
れ
も
む
つ
市
内
に
て
午
前
９
時

よ
り
実
施
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切

〈
問
合
せ
先
〉

　（
一
社
）下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

(
22

−

１
３
８
９

験（
初
企
画
）

・
横
山
ひ
で
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
演
奏
、
津

軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

・
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

〈
詳
し
く
は
〉む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課

(
22

−

２
２
８
２

 

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用

 　
　
　
　
　
　

 

講
演
会
開
催

　

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
引
き
続
き

２
回
目
と
な
る
バ
イ
オ
マ
ス
（
再
生
可

能
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）の
活
用
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉２
月
３
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
テ
ー
マ
〉

生
ご
み
の
堆
肥
化
と
ご
み
減
量

～
家
庭
で
で
き
る
ご
み
減
量
～

〈
講
師
〉青
森
県
環
境
マ
イ
ス
タ
ー 

白
取 

則
明 

氏

〈
対
象
〉市
内
在
住
の
方

〈
定
員
〉１
６
０
名（
事
前
申
込
不
要
）

〈
そ
の
他
〉

・
家
庭
で
で
き
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
の
堆
肥

化
の
実
演
も
行
い
ま
す
。

・
先
着
１
０
０
名
様
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
の
材
料
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

〈
問
合
せ
先
〉

市
環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
６
４

J    3 日（日）13:00～  ……………………………………《入場無料》
  第 28 回 むつ下北地区子ども会 郷土芸能発表会

J    9 日（土）（13:30開場）14:00～  《全席自由 一般 1,500円 / 高校生以下500円》
  東京音楽大学校友会 青森県支部  第 6 回 ときの風コンサート

J16 日（土）9:30～ ………………………………………《入場無料 》
  海の子保育園 お遊戯会

J23 日（土）（13:00開場）13:30～  《一般 2,000円 / 学生 1,000円（各券当日500円増）》
  【下北文化会館企画事業】BLACK BOTTOM BRASS BAND
   炸裂ブラスライブ！ ～聖者（彼ら）が街にやってくる～
J24 日（日）12:30～ 15:00  ……………《全席指定500 円～ 800円》
  第 34 回 むつ市婦人芸能発表会

〈詳しくは〉
下北文化会館 (22-8411: http://shimobun.com
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募
集
し
ま
す

 むつ市老人クラブ連合会

「生きがいサークル」2 月の日程

　はじめて参加される方はあらかじめご連絡ください。

　なお、お花と手芸は材料費が必要です。

◆ 老人憩いの家 『禄寿荘』（新　町）(23-5800

お 花 教 室 ……… ７日（木）・２１日（木）
手 芸 教 室 ……… ５日（火）・１９日（火）
詩 吟 教 室 ……… １日（金）・１６日（土）
踊 り 教 室 ……… １３日（水）・２７日（水）
お 茶 教 室 ……… １４日（木）・２８日（木）
習 字 教 室 ……… ８日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… ４日（月）・１８日（月）
ダ ン ス 教 室 ……… １３日（水）・２７日（水）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １８日（月）・２５日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ５日（火）・１９日（火）
着 付 教 室 ……… ６日（水）・２０日（水）

〈時間〉 ダンス教室は午後 1 時〜 3 時、

　　　カラオケ・囲碁・将棋教室は午後 1 時〜 4 時、

　　　その他の教室は午前 10 時〜正午

◆ 老人憩いの家 『福寿荘』（川守町）(29-1800

詩 吟 教 室 ……… ５日（火）・１９日（火）
日 舞 教 室 ……… ４日（月）・１８日（月）
着 付 教 室 ……… １２日（火）・２６日（火）
唱 歌 教 室 ……… １日（金）・１５日（金）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １４日（木）・２８日（木）

〈時間〉 カラオケ教室は午後 1 時〜 4 時、その他の教室 は

　　　  午前 10 時〜正午
※各教室とも新しく会員を募集しています。「禄寿荘」、「福寿荘」

または各単位老人クラブ会長までお問い合わせください。

各 種 相 談 日 程

法律相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

2 月 22日（金）

12:30 〜

場所は市民相談室。予約制です。相談可能

時間は 1 人 30 分までとなります。

法律相談 青森県弁護士会(017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 〜 16:00

行政相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

2 月 18 日（月） 場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 〜 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課(34-2111

2 月 8 日（金） 場所は大畑庁舎 2 階第 2 会議室。行政が

行う仕事についての各種相談を受けます。9:00 〜 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局(23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎 2 階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 〜 17:15

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話(22-2731

月・水・金曜日 場所は社会福祉協議会（市役所本庁舎

内）。祝日は休み。10:00 〜 15:00

教育相談 相談専用電話(22-0974

土・日・祝日を除く毎日 場所は教育研修センター。予約制です。中学

生までの教育に関する相談に応じています。9:00 〜 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

毎月 1回 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。お問い合わせください

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

2 月 21日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約不要。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 〜 12:00

暮らしとお金の安心相談会 消費者信用生活協同組合青森相談センター(017-752-6755

第3水曜日 場所は市役所本庁舎市民相談室。予約制です。

暮らしやお金の悩みについての相談を受けます。10:00 〜 16:00

消費生活相談 むつ市消費生活センター(22-1353

土・日・祝日を除く毎日

  9:00 〜 12:00
13:00 〜 15:30

場所は市役所本庁舎商工観光課内。契約や

悪質商法、多重債務などの相談を受けます。

〈問合せ先〉
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）(22-1111 内線 2642

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取り引きはご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに

行くことになります。

不用品活用登録銀行

春 夏 秋 冬
短　歌

半
衿
を
白
に
掛
け
替
え
初
稽
古
仕
立
て
下
ろ
し
の
衣
ず
れ
す
が
し

吉　

田　

友　

子

凍
て
つ
く
夜
雪
道
靴
に
軋
め
き
て
北
の
生
活
の
一
生
を
お
も
う

若　

木　

幸　

子

花
鋏
握
る
指
歪
み
し
師
の
半
生
文
化
賞
受
章
展
の
立
花
際
だ
つ

中　

村　

笄　

子

船
見
坂
ロ
マ
ン
ス
坂
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
懐
し
き
名
を
も
つ
安
渡
の
ふ
る
さ
と本　

山　

彦　

司

俳　句

あ
と
一
年
我
も
米
寿
や
姫
り
ん
ご

工　

藤　
　
　

茂

早
々
と
カ
ー
テ
ン
を
引
く
冬
至
か
な

宮　

浦　

雅　

子

一
回
り
し
て
見
せ
て
ゆ
く
春
着
の
子

畑　

中　

月　

穂

寝
正
月
九
十
近
き
足
伸
ば
す

太　

田　

嶺　

伸

前
掛
で
濡
れ
手
を
拭
ひ
て
干
菜
吊
る

畑　

山　

則　

子

熱
燗
や
無
口
な
我
も
口
上
手

村　

木　

謙　

二

地
下
鉄
の
出
口
に
仰
ぐ
冬
の
月

前　

沢　

明　

子

海
の
音
川
面
に
う
つ
る
冬
の
月

真　

手　

ス　

ヱ

正
座
し
て
孫
の
年
始
待
つ
爺
と
婆

橋　

本　

フ　

ミ

梵
鐘
を
湯
浴
み
最
中
に
去
年
会
年

石　

澤　

弘　

子

川　柳

ひ
た
む
き
に
生
き
た
人
の
絵
胸
に
棲
む

出　

崎　

陽　

子

む
か
し
唄
や
っ
ぱ
り
胸
に
ほ
ろ
苦
い

織　

田　

澄　

香

実
ら
な
い
思
い
束
ね
て
ど
ん
ど
焼
き

渡　

邉　

寂　

隆

人
生
は
コ
ピ
ー
で
き
な
い
初
舞
台

吉　

村　

看　

伍

◆
ご
本
人
様
よ
り
訂
正
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
（
過
去
掲
載
分
）

　

コ
ン
ビ
ニ
へ
余
り
乗
り
気
で
な
い
お
供

出　

崎　

忠　

華

　

明
日
生
き
る
温
さ
届
け
て
灯
が
点
る

出　

崎　

陽　

子

２０１３年１月２１日号２０１３年１月２１日号

 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 

　  

平
成
25
年
度
入
校
生
募
集

〈
学
科
・
訓
練
期
間
・
定
員
〉

・
木
造
建
築
科
・
２
年
・
20
名

・
配
管
科
・
１
年
・
20
名

〈
出
願
資
格
〉 

※
性
別
不
問

・
木
造
建
築
科

…
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
さ
れ
た
方

・
配
管
科

…
離
転
職
者
等
で
職
業
に
必
要
な

技
能
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
知

識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
方

〈
出
願
方
法
〉

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

木
造
建
築
科
を
受
験
す
る
方
で
中

学
校
・
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の

方
は
、
む
つ
高
等
技
術
専
門
校
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
し
、
そ
れ
以
外

の
方
お
よ
び
配
管
科
を
受
験
す
る

方
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
願
書
は

公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
）。

〈
出
願
締
切
〉２
月
14
日（
木
）

〈
試
験
日
〉２
月
21
日（
木
）

〈
問
合
せ
・
出
願
先
〉

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

○
か
さ
ま
い
か
ふ
ぇ
Ｖ
ｏ
ｌ
・
４

　
こ
の
日
だ
け
の
限
定
「
下
北
ス

イ
ー
ツ
」実
演
試
食
会
を
開
催
。

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
土
）午
後
２
時
～

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
講
師
〉ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ 
一
戸 

康
彦 

氏

〈
参
加
費
〉５
０
０
円

〈
そ
の
他
〉

２
月
11
日（
月
）よ
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売

開
始
予
定（
お
１
人
様
３
枚
ま
で
）

〈
問
合
せ
先
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

(
33

−

８
１
９
１

 

む
つ
市
家
族
介
護
者
交
流
会

 

む
つ
市
在
宅
介
護
者
の

 

　
　
　
　
　
　
　 

集
い
開
催

〈
い
つ
〉

３
月
１
日（
金
）午
前
９
時
20
分
～

〈
ど
こ
で
〉ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
薬
研

〈
ど
ん
な
〉

講
話
、
グ
ル
ー
プ
懇
談
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ゆずります（受付期間1月21日〜 2月4日）

・田名部高校制服スカート（W64cm、丈 57cm）

・ガラステーブル（座卓タイプ、49cm×64cm）

・テーブル（座卓タイプ、89cm×149cm）

・ぬいぐるみ（大、小）　・おもちゃ（女児向け、小さいもの細々）

・マンガ本（女児向け、10冊程度）

・女児用洋服（未就学児サイズ、春～秋物）

・子供用キルティング肌着（新品、3～13歳用、上下、14組）

ゆずってください

・ストーブガード（55cm×90cm以上）

・ベビーウォーカー（歩行器）　・ダイニングセット（4人掛け）

・丸テーブル（座卓タイプ、４人掛け程度）
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ある日、どこかで… 

12 月 13 日（木）　リサイクル燃料貯蔵（株）より観光プロモーションツール寄贈

　リサイクル燃料貯蔵株式会社が、下北地方の観光プロモーション用として製作

したDVDおよびポスターがこのほど完成し、この日、同社の久保誠取締役社長か

ら下北観光協議会会長である宮下市長へ寄贈されました。

　寄贈品は今後、旅行エージェントなどへ配布し、むつ下北地域への観光客誘客

のために活用していく予定です。

　関根小学校（笹本一人校長・児童数67名）では、同校児童で構成される運営委員会が主催するレクリエーション活

動を定期的に実施しています。今回は、楽しみながら社会貢献について学ぶことを目的とした、ペットボトルのキャッ

プを使ったエコキャップアートによるムッシュ・ムチュラ

ンＩ世を製作しました。事前に児童や教職員がエコキャッ

プ収集を行い、製作当日には全校児童が参加し、パネル

に収集したエコキャップを貼り付けました。

　完成した作品は縦160cm、横 110cmもの大きさで、使

用されたエコキャップの総数は約1,800個にもおよびまし

た。現在は同校正面玄関に展示しています。

　運営委員長の山道幹

夫君（6年）は、「今後

も全校で協力し、世界

中で困っている人のた

めのエコキャップ収集

活動を継続していきた

い」と話していました。

　市内の小・中学生を対象に毎年開催されているこの大会。市民体育館、川内公民館

および脇野沢地域交流センターの各会場には、あわせて237名の児童・生徒が参加し、

学年毎に定められた課題に挑戦しました。

　子どもたちは、日頃の練

習の成果を発揮すべく、一

筆一筆真剣に筆を運んでい

ました。

　今大会の上位入賞者につ

いては、次号の市政だより

で紹介する予定です。

12 月 14 日（金）　関根小 エコキャップアートでムチュランを製作

1 月 5 日（土）・7 日（月）　第 43 回 むつ市かきぞめ大会開催

 ●  編集・発行　むつ市総務政策部秘書広聴課  ( 0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　+   info@city.mutsu.lg.jp
:    http://www.city.mutsu.lg.jp
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）

２０１３年１月２１日号

むつ市の人口・世帯数 （ 1 月1日現在） ※住民基本台帳による

総人口 63,221人（－ 23 人） 総世帯数 29,348 世帯（－36世帯）

むつ地区 48,759人（＋    8 人） 川内地区 4,625人（−  10人）

大畑地区 7,919人（−    9人） 脇野沢地区 1,918人（−  12人）

（　 ）内は前月比
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